
【最寄駅からのアクセス】

■京王線、東急世田谷線

「下高井戸」駅から徒歩 8分

■京王線 「桜上水」駅から徒歩 8分

※例会当日は、正門からしか出入りでき

ません。



平
成
二
十
八
年
度

仏
教
文
学
会
四
月
例
会

《
特
集
》『
束
草
集
』
か
ら
見
る
僧
侶
の
学
問
と
文
芸

研
究
報
告
要
旨

『
束
草
集
』
全
六
巻
は
、
紀
州
根
来
寺
大
伝
法
院
の
学
頭
（
教
学
の
統
轄
者
）
頼
豪
（
一
二
八
二
～
一
三

六
〇
以
後
）
が
、
自
身
作
の
願
文
・
諷
誦
文
・
表
白
な
ど
を
集
成
し
た
模
範
文
例
集
で
あ
る
。
十
四
世
紀

に
お
け
る
根
来
寺
の
知
識
体
系
が
う
か
が
え
る
も
の
と
し
て
、
仏
教
学
の
み
な
ら
ず
、
歴
史
学
、
文
学
研

究
の
分
野
に
と
っ
て
も
貴
重
な
史
料
で
あ
る
。
文
学
研
究
の
分
野
か
ら
は
、
延
慶
本
『
平
家
物
語
』
と
の

関
わ
り
に
つ
い
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
牧
野
淳
司
氏
に
よ
る
『
『
束
草
集
』
訳
註
研
究
』
書
評
。
『
説
話
文

学
研
究
』
第
五
十
号
、
平
成
二
十
七
年
年
十
月
、
所
収
）。
根
来
寺
と
い
う
場
に
注
目
す
れ
ば
、
昨
今
、
平

成
二
十
五
年
度
説
話
文
学
会
十
二
月
例
会
で
「
〈
根
来
寺
〉
の
輪
郭

―

空
間
・
資
料
・
人

―
」（
於
・
和

歌
山
大
学
）
と
い
う
テ
ー
マ
が
掲
げ
ら
れ
る
な
ど
、
注
目
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
も
あ
る
。

『
束
草
集
』
の
本
文
は
、『
続
真
言
宗
全
書
』
第
三
十
一
巻
に
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
本
文
の
精
査
は
な

さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
平
成
十
三
年
に
発
足
し
た
「
川
崎
大
師
教
学
研
究
所
束
草
集
研
究
会
」

で
は
、
月
一
回
の
研
究
会
を
開
催
し
、『
束
草
集
』
の
書
き
下
し
お
よ
び
諸
本
の
校
合
と
注
釈
を
行
っ
た
。

一
昨
年
刊
行
し
た
川
崎
大
師
教
学
研
究
所
叢
書
第
二
巻
『
『
束
草
集
』
訳
註
研
究
』（
大
本
山
川
崎
大
師
平

間
寺
、
平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
一
日
）
は
、
百
回
を
超
え
る
研
究
会
の
成
果
で
あ
る
。

今
回
の
特
集
で
は
、「
束
草
集
研
究
会
」
の
成
果
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
会
の
メ
ン
バ
ー
三
人
に
よ
り
、『
束

草
集
』
の
引
用
典
籍
か
ら
見
た
僧
侶
の
基
礎
知
識
、
願
文
や
諷
誦
文
な
ど
に
見
る
追
善
儀
礼
の
様
相
、
根

来
寺
僧
の
文
芸
活
動
な
ど
を
め
ぐ
っ
て
報
告
す
る
。
十
六
世
紀
の
終
り
に
灰
燼
に
帰
し
、
現
在
う
か
が
い

知
る
こ
と
の
で
き
な
い
根
来
寺
の
学
問
と
文
芸
の
具
体
的
な
姿
を
、
多
角
的
視
点
か
ら
明
ら
か
に
し
た
い
。

な
お
、
広
く
研
究
に
資
す
る
た
め
、
『
『
束
草
集
』
訳
註
研
究
』
の
デ
ー
タ
の
公
開
も
検
討
し
て
お
り
、

そ
の
こ
と
に
つ
い
て
も
言
及
し
た
い
。

＊

＊

＊

『
束
草
集
』
の
梗
概

山
本
匠
一
郎

「
束
草
集
研
究
会
」
は
、
頼
瑜
僧
正
の
七
百
年
ご
遠
忌
（
二
〇
〇
三
）
に
あ
た
っ
て
、
一
般
の
僧
侶
に
有

益
で
、
か
つ
す
で
に
活
字
化
さ
れ
て
い
る
本
を
読
ん
で
手
軽
に
出
版
し
よ
う
と
い
う
動
機
の
も
と
、
二
〇

〇
一
年
に
始
ま
っ
た
。
『
束
草
集
』
は
頼
瑜
の
弟
子
の
頼
豪
が
書
い
て
お
り
、『
続
真
言
宗
全
書
』
第
三
十

一
、
表
白
祭
文
部
に
所
収
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
葬
儀
や
法
要
に
も
役
立
つ
、
一
挙
両
得
と
い
う
目
論
み
で

あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
が
あ
ま
り
に
難
解
す
ぎ
て
、
現
代
的
な
教
化
に
は
ま
っ
た
く
役
立
た
な
い
も
の

で
あ
る
こ
と
が
読
ん
で
み
て
す
ぐ
に
わ
か
っ
た
。
さ
ら
に
、
手
軽
ど
こ
ろ
か
、
写
本
に
ま
で
手
を
出
す
こ



と
に
な
り
、
そ
の
後
、
十
年
以
上
に
わ
た
り
苦
労
を
負
う
羽
目
に
な
っ
た
。

文
献
屋
は
、
蒐
集
家
の
素
質
が
な
け
れ
ば
務
ま
ら
な
い
。
す
で
に
全
書
に
所
収
さ
れ
、
甲
田
宥
吽
師
の

校
訂
本
が
出
て
い
る
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
諸
種
の
写
本
を
揃
え
る
作
業
か
ら
始
ま
っ
た
。
文
献
蒐
集
に

は
伝
手
も
、
お
金
も
、
手
続
き
も
必
要
で
あ
る
。
コ
レ
ク
タ
ー
の
趣
味
は
そ
れ
を
集
め
て
い
る
人
に
し
か

価
値
が
分
か
ら
な
い
の
で
、
研
究
所
や
宗
派
当
局
か
ら
は
ず
い
ぶ
ん
胡
散
臭
が
ら
れ
た
。
私
の
専
門
は
梵

・
蔵
語
仏
典
の
研
究
で
、
中
世
日
本
な
ど
完
全
に
門
外
漢
で
あ
る
の
に
、
多
年
に
わ
た
り
嫌
々
な
が
ら
続

け
て
き
た
の
は
、
ひ
と
え
に
こ
の
素
質
の
お
か
げ
で
あ
る
。
こ
の
度
、
仏
教
文
学
会
の
高
橋
秀
城
氏
の
要

請
に
よ
り
、
束
草
集
研
究
会
の
幹
事
と
し
て
話
を
す
る
に
あ
た
り
、
そ
う
い
う
愚
癡
な
ら
話
せ
る
旨
を
伝

え
た
と
こ
ろ
、
領
掌
さ
れ
た
の
で
、
研
究
会
運
営
に
あ
た
っ
て
困
っ
た
こ
と
を
中
心
に
、『
束
草
集
』
の
あ

ら
ま
し
に
つ
い
て
お
話
し
し
た
い
。

『
束
草
集
』
に
見
る
根
来
寺
の
追
善
儀
礼

小
林

崇
仁

本
書
に
は
願
文
・
諷
誦
文
・
表
白
文
な
ど
、
計
一
二
二
篇
の
文
章
が
収
録
さ
れ
る
が
、
そ
の
う
ち
先
師

や
故
人
に
対
す
る
追
善
儀
礼
に
関
わ
る
文
章
と
し
て
、
願
文
九
篇
・
諷
誦
文
十
三
篇
・
卒
塔
婆
銘
八
篇
・

表
白
文
十
三
篇
・
知
識
文
一
篇
・
縁
起
文
一
篇
・
祭
文
一
篇
の
計
四
六
篇
が
見
え
、
お
よ
そ
全
体
の
三
分

の
一
を
占
め
て
い
る
。

こ
れ
ら
は
実
際
の
法
会
な
ど
で
使
用
さ
れ
た
も
の
が
大
半
で
あ
り
、
執
行
の
年
月
日
、
施
主
や
願
主
、

追
善
供
養
の
対
象
、
そ
の
方
法
な
ど
、
具
体
的
な
記
述
が
な
さ
れ
て
い
る
。
よ
っ
て
こ
れ
ら
は
当
時
の
根

来
寺
に
お
け
る
追
善
儀
礼
の
実
態
を
伝
え
る
史
料
と
し
て
も
貴
重
で
あ
ろ
う
。

そ
こ
で
今
回
は
、
こ
れ
ら
追
善
に
関
わ
る
文
章
を
整
理
し
、
頼
豪
周
辺
に
お
け
る
根
来
寺
の
追
善
儀
礼

の
様
相
と
そ
の
特
徴
を
考
察
し
た
い
。

僧
侶
の
文
芸
―
『
束
草
集
』
を
中
心
に
―

髙
橋

秀
城

報
告
者
は
こ
れ
ま
で
新
義
真
言
宗
の
教
学
の
礎
を
固
め
た
頼
瑜
僧
正
（
一
二
二
六
～
一
三
〇
四
）
や
智

積
院
第
七
世
運
敞
（
一
六
一
四
～
一
六
九
三
）
な
ど
真
言
僧
侶
の
文
学
活
動
、
幼
童
期
の
僧
侶
の
学
問
習

得
法
を
記
し
た
東
寺
宝
菩
提
院
六
世
俊
雄
（
一
四
五
五
～
一
五
一
六
）
の
『
連
々
令
稽
古
双
紙
以
下
之
事
』

な
ど
に
つ
い
て
考
察
し
て
き
た
。
今
回
の
報
告
も
そ
の
一
環
と
し
て
頼
瑜
の
弟
子
に
あ
た
る
頼
豪
の
文
学

的
側
面
に
注
目
す
る
。

彼
の
編
著
に
な
る
『
束
草
集
』
は
、
文
飾
を
凝
ら
し
た
流
麗
な
文
章
の
宝
庫
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
頼
豪

の
深
い
文
学
的
素
養
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
和
歌
会
に
関
す
る
記
述
も
あ
っ
て
注
目
さ
れ
る
。

本
報
告
で
は
、
頼
豪
の
知
識
の
基
を
法
脈
や
根
来
寺
と
い
う
場
と
い
っ
た
、
彼
の
置
か
れ
た
環
境
か
ら

探
っ
て
み
た
い
。


